
耕作を行いたい者がいるが、相続人が判明していない、相続人が全員相続放棄している等の理由
で、所有者が不明な農地を利用できる制度です。
利用権の種類は賃借権のみで、賃料は耕作者からの一括徴収になります。
徴収した賃料は、法務局へ供託する必要があります。※途中解約した場合の供託金の返還はありません。
相続人の探索は、登記名義人及びその配偶者と子までです。

所有者不明農地

共通

手続については、年2回（1月、7月貸借始期）となります。
権利設定までに約６ヶ月の期間を要します。

一部の相続人が判明しているものの、数代にわたって未登記のため中間管理権の設定に必要な
を超える持ち分の同意を得ることが困難である場合に、相続人の代表者と中間管理権を設定でき
る制度です。
利用権の種類は、賃借権と使用貸借どちらも可能です。
相続人の探索は、登記名義人及びその配偶者と子までで、申出人から登記名義人までの繋がりが
必要です。

共有者不明農地

所有者不明農地制度


